
癌患者さんとの関わりについて

7月24日（木）18:30〜 OUCHI CAFE KITCHEN



この地域で初めましての方もほとんど
だったのに、すでにチーム感が生まれ
ていました

・改めて、チームを構築する事が大切
だと感じました
・とても勉強になったとともに
　とても刺激になりました

・認知症の立場の方にどのような関わり方をして
いるのか他の事業所の視点を知り全体像を知る

・認知症というものが今後どのように進んでいく
のかを知る

・患者さん･利用者さんの想いを聞く方法を知る

というテーマのもとまずは仮想の患者さんを想定
して皆で意見を出し合いました！

【認知症勉強会の要約】
認知症の方と関わりを持つ時は、本人の想いや
生活史を理解し、病気の進行に応じた支援が重要
各職種が持つ価値観や医療感を知り、理解を深めた
うえで、多職種が協働することが必要である

以下の視点を改めて学びました！
・BPSD（夕方不穏・徘徊）への対応は適切だったか
・家族の限界に早く気づけたか
・本人の想いをケアに生かせていたか
・人生と病気の軌跡を共有できていたか
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【がん患者支援 勉強会の要約】
がんという病に関わるとき、本人の「想い」や「ゆらぎ」にど
う向き合うか。「家で最期まで過ごしたい」という希望が揺れ
る瞬間を、チームでどう支えるかを多職種で検討しました。
この時間を通して、多職種での視点共有が必要不可欠であるこ

とを再認識し、以下のような視点から多くを学びました！！

・告知をどう受け止めているかが不明なままの支援の難しさ
・家族の意向が強く出るとき、本人中心をどう守るか
・終末期の“揺れ”にどう寄り添うか
・「在宅」「入院」の選択ではなく、どこでもGOOD ENDを目
指す視点

がんについて知識があまり無かったので
すが、多職種グループワークで意見交換
できてとても勉強になりました！！

患者さん自身がどういう最期を納得して
迎えるか、病気ではなく、患者さんの　
人を見て関わってみようと思います。

がん患者さんの現場ではどのような関わり方をして
いるのか、他の事業所の視点を知り全体像を学ぶ

「がん」という病を持った方が今後どう進んでいく
のかを知る

患者さん・利用者さんの“ゆらぎ”にどう寄り添うか
を考える

というテーマのもと、ある架空の患者さんの症例を
もとに、職種を超えて語り合いました！
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